
お買い上げいただきましてありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、説明の通り正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。
本機は日本国内専用モデルですので、外国で使用することはできません。

ディスクチェンジャーコントローラー/FMモジュレーターシステム
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SCAN[SCAN]ボタンを押す。

3

トラックスキャン
ディスクやMP3フォルダ内の聴きたい
曲を探す

SCAN[SCAN]ボタンを押す。
トラックスキャンプレイがオンにな
り、聴いているディスクの各曲の最
初の部分を次々に10秒間ずつ演奏し
ます。
トラックスキャンプレイ中はSCAN
インジケーターが点灯します。

£聴きたい曲の再生が始まったら
SCAN[SCAN]ボタンを押す。
トラックスキャンが解除され、通
常のプレイになります。

聴いているディスクのトラックやMP3フ
ォルダ内のファイルを全てスキャンする
と、トラックスキャンプレイは解除され
ます。

A

MEMO

A

この取扱説明書の読み方

機能の名称が書いてあります。

機能の簡単な説明が書いてあり
ます。

ディスプレイユニットのボタンを示
します。

リモコンのボタンを示します。

操作に関しての補足説明が書いてあります。

ボタンを押し、すぐに手を離します。

ボタンを押し続けてから手を離します。A

A

ディスプレイの表示例を示します。
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運転者が音量調節などのカーオ
ーディオの操作するときは、必ず、
安全な場所に車を停車させてか
ら、行なってください。

運転中の音量は、車外の音が聞
こえる程度でご使用ください。

以下のような異常があった場合は、
直ちに使用を中止し、購入店、ケ
ンウッドサービスセンター、または
営業所へご相談ください。そのま
ま使用すると、火災その他の事故
の原因となります。
●音が出ない
●ディスプレイが表示されない
●水がかかった
●異物が入った
●煙が出る
●変な匂いがする

▼
ご使用の皆様へ

安全上のご注意
製品を安全にご使用いただくため

「安全上のご注意」をご使用の前に

よくお読みください。

絵表示について：
この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂
き、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未
然に防止する為にいろいろな絵表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。内容を
よく理解してから本文をお読みください。

絵表示の例

この表示を無視して、誤っ
た取扱いをすると、人が死
亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示して
います。

この表示を無視して、誤っ
た取扱いをすると、人が傷
害を負う可能性が想定され
る内容を示しています。

記号は注意（警告を含む）を促す内容
があることを告げるものです。近傍に具体
的な注意内容が描かれています。

記号は禁止の行為であることを告げるもの
です。図の中や近傍に具体的な禁止内容（左
図の場合は分解禁止）が描かれています。

記号は行為を強制したり指示する内容
を告げるものです。

実 施

実 施

実 施

禁 止

実 施

注 意

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に
生じた故障、その他の不具合またはこの製品の使用に
よって受けられた損害については、法令上の賠償責任
が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負い
ませんので、あらかじめご了承ください。
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本製品内に水や異物を入れない
でください。発煙、発火、感電
の原因となります。

製品は、車載用以外としての用
途では使用しないでください。

液晶を使用している製品が衝撃
等により破損した場合、液晶液
に触れないでください。生命に
危険を及ぼす恐れがあります。
液晶液が手足など身体や、衣服
に付いた場合は、ただちに石鹸
で洗い落としてください。

本製品に、強い衝撃を与えない
ようにしてください。
ガラス部品を使用しているた
め、割れてケガをするおそれが
あります。

リモコンには指定以外の電池を
使用しないでください。また、
電池の入れ替えは極性に注意し
指示通りに行ってください。乾
電池の破裂、液漏れなどにより、
火災や怪我の原因となることが
あります。

本製品の取り付け・配線は技術と
経験が必要です。安全のため＜お
買い上げの販売店＞にご依頼くだ
さい。

修理は必ずご購入店にご依頼くだ
さい。お客様による修理は、火災そ
の他の事故の原因となります。

製品の分解や改造はしないでくだ
さい。火災その他の事故の原因
となります。禁 止

実 施

禁 止

実 施

禁 止

実 施

禁 止

禁 止
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使用上のご注意
取り付け時の注意
直射日光のあたる場所、熱風のあたる場所、
水のかかる場所、しっかりした取り付けので
きない場所、振動の多い場所には設置しない
でください。

●
本機の取り付けが不安定のまま使用すると故
障の原因となります。本機は確実に固定し使
用してください。

●
初めてお使いになるときや、バッテリーを交
換したときは、ペンの先などでリセットボタ
ンを押してから使用してください。

セットの異常にお気づきのときは
本機の異常にお気づきのときは、まず本機の
リセットボタンをペン先などで押してくださ
い。

●
リセットボタンを押しても正常に戻らないと
きは、本機の電源をオフにして、購入店また
はお近くのケンウッドサービスセンターへ相
談してください。

セットのお手入れについて
本機が汚れたときは、シリコンクロスか柔ら
かい布でからぶきしてください。汚れがひど
いときは、中性のクリーナーをいったん布に
付けてから汚れを落とし、その後洗剤を拭き
取ってください。
スプレー式のクリーナーなどを直接本機に吹
きかけたり、固い布やシンナー、アルコール
などの揮発性のもので拭くと、傷が付いたり
文字が消えることがあります。

リモコンについて
付属の乾電池（単三型２本）を+-の向きを
正しく合わせて入れてください。

●
操作できる距離が短くなったり、なかなか動
作しない場合は、乾電池が消耗していること
が考えられます。このような場合は、２個と
も新しい乾電池と交換してください。新しい
乾電池と古い乾電池を混ぜて使用すると、液
漏れなどによる故障の原因になります。

●
電池を充電、ショート、分解、加熱したり、火
の中に入れたりしないでください。液漏れを起こ
す危険があります。液漏れを起こし、目に入っ
たり、皮膚や衣類に付着したときは、すぐに水
で洗い流し、すぐに医師に相談してください。
また、電池は子供の手の届かないところに置き、
万一飲み込んだときは、すぐに医師に相談して
ください。

●
リモコンを直射日光の当たる場所（ダッシュボ
ードの上など）温度が高くなるような場所に放
置しないでください。

本システムを使用すると・・・
カーラジオ（カーステレオ）によってはエン
ジン始動時に、一時チューナーの音になるこ
とがあります。

●
本機を使用すると、チューナーの感度が少し
落ちる場合があります。

リセットボタン
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本機に接続するディスクチェン
ジャーについて
本機には、1998年以降に発売のケンウッド製
ディスクチェンジャーが接続できます。接続で
きるディスクチェンジャーの機種はカタログを
ご覧ください。

●
1997年以前のケンウッド製ディスクチェンジ
ャー、および他社製のディスクチェンジャー
は接続することはできません。接続すると破
損や故障の原因となります。

●
“O-Nスイッチ”の付いているケンウッド製デ
ィスクチェンジャーは“N”側に設定してくだ
さい。

●
接続している機種により、使用できる機能や
表示できる情報が異なる場合があります。

●
別売品のCD/MDスイッチングユニット“KCA-
S210A”を使用するとディスクチェンジャー
を２台まで接続することができます。接続な
どの詳しい説明はKCA-S210Aに付属の取扱説
明書をご覧ください。

CDのお手入れ
CDが汚れたときは、市販のクリーニングクロ
スや柔らかい木綿の布などで、中心から外側
に向かって軽くふき取ってください。
従来のレコードクリーナー、静電防止剤や、
シンナーやベンジンなどの薬品は絶対に使用
しないでください。

MDのお手入れ
カートリッジ表面の汚れや、ゴミは乾いた布
でふき取ってから使用してください。特に油
汚れが付いた状態で使用しますと、ディスク
がローディングされなかったり、取り出せな
くなることがあります。
また、お手入れされるときは、シャッターを
開かないようご注意ください。

使用できないCD
特殊な形状のCDは使用できません。必ず円形のも
のをご使用ください。円形以外のCDを使用すると
CDチェンジャーの故障の原因になります。

●
記録面（レーベル面の反対側）が着色してあるも
のや汚れているCDは引き込まない、取り出せない
などの誤動作をすることがあります。

●
マークの付いていないCDは使用

しないでください。
前記マークの入っていないディスクは、プレイが
正しくできない場合があります。

●
ファイナライズ処理を行っていないCD-Rおよび
CD-RWは再生できません。（ファイナライズ処理
については、お使いのCD-R/CD-RWライティング
ソフトやCD-R/CD-RWレコーダーの説明書をご覧
ください）
このほかにもCD-RやCD-RWで記録されたCDは、
記録状態により再生できない場合があります。

●
レーベル面にシールの貼ってあるCDを使用する
と、CDが変形したり、シールがはがれることがあ
ります。CDチェンジャーの故障の原因となること
もあるため、レーベル面にシールの貼ってあるCD
は使用しないでください。

●
インクジェットプリンターでレーベル面に印刷可
能なCD-R/CD-RWは使用しないでください。使用
すると、誤動作することがあります。
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操作のしかた

8

パワーオン
ディスクの演奏に切り替える

SRC[SRC]ボタンを押す。
本機の電源がオンになり、ディスク
の演奏が始まります。

●お買い上げ時はFMモジュレーターの周
波数は88.3MHzに設定されています。
カーFMラジオも同じ周波数に合わせて
ください。

● FMモジュレーターの周波数は87.7MHz
～89.9MHzの範囲で0.2MHzステップ
ずつ切り替えられます。設定のしかた
は「FMモジュレーター周波数設定」
（20ページ）をご覧ください。

●ディスクの音声とFM音声の音量が大き
く違う場合は「FMモジュレーターレベ
ル設定」（20ページ）を参照し設定値
を変えてください。

パワーオフ
カーFMラジオの音声に切り替える

SRC[SRC]ボタンをディスプレイの
表示が消えるまで押す。
本機の電源がオフになり、カーFM
ラジオの音声に切り替わります。

●本機の電源をオフにするとカーFMラジ
オの音量が急に大きくなることがあり
ます。電源をオフするときは、カーFM
ラジオの音量を一旦下げてください。

●本機を接続すると、本機の接続前に比
べラジオの受信感度が下がります。

ソース選択
プレイするソースを切り替える

SRC[SRC]ボタンを押す。
押すたびにソースが次の順で切り替
わります。

AUXは次の別売品を接続しているとき
でのみ選択できるソースです。なお、
別売品を接続すると、リモコンでパワ
ーオフとストップの操作はできません。
●KCA-S220A
●KCA-S210A
●CA-C1AX

ポーズ/プレイ
ディスクの一時停止と再生

6[38]ボタンを押す。
押すたびにポーズ/プレイを繰り返し
ます。

本機はMP3対応CDチェンジャーのコン
トロールが可能です。MP3の詳しい説
明については、MP3対応CDチェンジャ
ーの取扱説明書を参照してください。

ストップ
ディスクの再生を停止する

SRC[SRC]ボタンをディスプレイの
表示が消えるまで押す。
本機の電源がオフになり、カーFM
ラジオの音声に切り替わります。

A

トラックタイム表示ディスクNo.表示

トラックNo.表示

B

MEMO

MEMO

AUX

CHANGER

CHANGER-1

内蔵AUXに入力されている音を出力

接続したディスクチェンジャー
のディスクをプレイ

CHANGER-2

A

MEMO

A

A

A

A

MEMO
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A
SRCボタン

SRC

M.RDM

DIRECT

SCAN

T.
DOWN

T.
UP

D.REP

REP

RDM

DISC

+

– 38

B 6ボタン

B

A
SRCボタン

38ボタン

A

A
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操作のしかた

10

早送り/早戻し
聴きたい演奏箇所を選ぶ

4または¢ボタンを押し続ける。
4ボタンを押し続けると手前へ早
戻しし、¢ボタンを押し続けると
先へ早送りします。希望の所で指を
離します。

トラックサーチ
聴きたい曲を選ぶ

4[T.DOWN]または¢[T.UP]ボ
タンを押す。
4[T.DOWN]ボタンを押すと手前の
曲になり、¢[T.UP]ボタンを押す
と先の曲になります。
聴きたい曲のトラックNo.が表示さ
れるまで押します。

ディスクサーチ
聴きたいディスクを選ぶ

u[＋]またはd[－]ボタンを押す。
u[＋]ボタンを押すと次のディスク
になり、d[－]ボタンを押すと前の
ディスクになります。
聴きたいディスクNo.が表示される
まで押します。

ダイレクトトラックサーチ
聴きたいトラックNo.を入力して選ぶ

1.聴きたいトラックNo.の[ナンバ
ー]ボタンを押す。

押したトラックNo.が表示されま
す。

2.ト ラ ッ ク N o . が 表 示 中 に
[T.DOWN]または[T.UP]ボタン
を押す
入力したトラックNo.にサーチし
ます。

ダイレクトディスクサーチ
聴きたいディスクNo.を入力して選ぶ

1.聴きたいディスクNo.の[ナンバ
ー]ボタンを押す。

押したディスクNo.が表示されま
す。

2.No.が点滅中に[＋]または[－]ボ
タンを押す。
入力したディスクNo.にサーチし
ます。

10番目のディスク番号は“０”と表示され
ます。

A

トラックNo.

ディスクNo.

MEMO

A

B

B

C

C
トラックNo.

ディスクNo.

A
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T.DOWN/
T.UPボタン

A

C

4/¢ボタン

SRC

M.RDM

DIRECT

SCAN

T.
DOWN

T.
UP

D.REP

REP

RDM

DISC

+

– 38

＋/－ボタン

B u/dボタン

B

ナンバー
ボタン

A

A
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操作のしかた

12

トラック/ディスクリピート
同じ曲、同じディスクやMP3フォルダ
を繰り返し聴く

REP[REP]ボタンを押す。
押すたびにリピートプレイが次の順
で切り替わります。

トラックリピート中は、REPインジ
ケーターが点灯し、トラックNo.が
点滅表示します。

ディスクリピート中は、REPインジ
ケーターが点灯し、ディスクNo.が
点滅表示します。

トラックスキャン
ディスクやMP3フォルダ内の聴きたい
曲を探す

SCAN[SCAN]ボタンを押す。
トラックスキャンプレイがオンにな
り、聴いているディスクの各曲の最
初の部分を次々に10秒間ずつ演奏し
ます。
トラックスキャンプレイ中はSCAN
インジケーターが点灯します。

£聴きたい曲の再生が始まったら
SCAN[SCAN]ボタンを押す。
トラックスキャンが解除され、通
常のプレイになります。

聴いているディスクのトラックやMP3フ
ォルダ内のファイルを全てスキャンする
と、トラックスキャンプレイは解除され
ます。

A

MEMO

ディスクリピート

トラックリピート

リピートOFF

B

A
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SRC

M.RDM

DIRECT

SCAN

T.
DOWN

T.
UP

D.REP

REP

RDM

DISC

+

– 38

A SCANボタン

B REPボタン

B REPボタン

A SCANボタン
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操作のしかた

14

トラックランダム
ディスクやMP3フォルダから曲をラン
ダムに選択して再生する

RDM[RDM]ボタンを押す。
トラックランダムプレイがオンにな
り、聴いているディスクやMP3フォ
ルダから自動的に曲を選んで演奏し
ます。
トラックランダムプレイ中はRDMイ
ンジケーターが点灯し、トラック
No.が点滅表示します。

£次の曲を聴く
¢[T.UP]ボタンを押す。

£解除する
RDM[RDM]ボタンを押す。

マガジンランダム
ディスクマガジン内のディスクから曲
をランダムに選択して再生する

M.RDM[M.RDM]ボタンを押す。
マガジンランダムプレイがオンにな
り、マガジン内のディスクから自動
的に曲を選んで演奏します。
マガジンランダムプレイ中はRDMイ
ンジケーターが点灯し、ディスクNo.
とトラックNo.が点滅表示します。

£次の曲を聴く
¢[T.UP]ボタンを押す。

£解除する
M.RDM[M.RDM]ボタンを押す。

フォルダサーチ
聴きたいMP3フォルダを選ぶ

1.6[38]ボタンを押す。
フォルダサーチを始めます。

2.u[＋]またはd[－]ボタンを押
す。
u[＋]ボタンを押すと次のフォル
ダになり、d[－]ボタンを押すと
前のフォルダになります。
聴きたいフォルダNo.が表示され
るまで押します。

フォルダサーチ中はファイルNo.表示がフ
ォルダNo.表示に替わります。

3.6[38]ボタンを押す。
聴きたいフォルダを選びます。
フォルダサーチが解除され、ディ
スプレイに表示されたMP3ファイ
ルが再生されます。

D

B

D

E

B

E

A

C

MEMO

フォルダNo.

A

MP3ファイルNo.
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SRC

M.RDM

DIRECT

SCAN

T.
DOWN

T.
UP

D.REP

REP

RDM

DISC

+

– 38

A 6ボタン

E M.RDMボタン

¢ボタンB

C
u/dボタン

D RDMボタン

E M.RDMボタン

T.UPボタンB

C ＋/－ボタン

D RDMボタン

A 38ボタン
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操作のしかた

16

A

"TRACK TITLE"
（トラックタイトル） 

（ディスクタイトル） 
"DISC TITLE" 
 

（現在の曲の演奏時間） 

 

テキスト/タイトルスクロール
CDテキストまたはMDタイトルをスク
ロールする

DISPボタンを１秒以上を押す。
表示中のテキストが１回スクロール
します。

表示切り替え
ディスプレイに表示される情報を切り
替える

DISPボタンを押す。
押すたびにディスプレイに表示され
る情報が次の順で切り替わります。

A
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A
DISPボタン

A
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メニュー

18

メニュー設定
FMモジュレーター周波数などの各種の
機能を設定します。

1.MENUボタンを一秒以上押す。
メニューモードにします。
“MENU”と表示されるまで押し
続けます。

2.uまたはdボタンを押す。
設定項目を選択します。

3.4または¢ボタンを押す。
設定値を選択します。
設定できる項目と値は次のとおり
です。

●“MOD LEVEL”項目は、設定値が大
きくなるほどFMモジュレーターレベル
が大きくなります。

●“D-CONT”項目を“ON”に設定す
ることにより音の歪を低減することが
できます。ただし、“ON”に設定して
いても録音レベルの高いディスクを再
生中は、音が歪むことがあります。そ
のようなときは、“MOD LEVEL”項目
の設定値を小さくしてください。

● スクロールするテキストは次のとおり
です。
- CDテキスト
- MDタイトル

4.MENUボタンを押す。
メニューモードを終了します。

B

87.7/87.9/88.1/
88.3/88.5/88.7/
88.9/89.1/89.3/
89.5/89.7/89.9
MHz

設定値設定項目

T-FREQ
（FMモジュレーター
周波数設定）

1/2/3/4MOD LEVEL
（FMモジュレーター
レベル設定）

ON/OFFD-CONT
（歪低減設定）

MANU/AUTOSCROLL
（テキスト表示の
スクロール設定）

（太字：初期設定値）

MEMO

A

C

A

KCA-R71FM(J)  2004.01.19  09:27 AM  ページ18



19

C u/dボタン

A
MENUボタン

B 4/¢ボタン

A
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取り付け上のご注意

20

大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車
などの24V車で使用しないでください。火災
などの原因となります。本製品はDC12V-

アース車専用です。

配線作業中は、バッテリーの-端子を外し
てから行ってください。
ショート事故による感電やケガの原因とな
ります。

本製品の配線は必ず、取扱説明書に記載し
てある通りに行ってください。
配線を間違えますと、火災、その他の事故
の原因となります。

コードの被覆を切って、他の機器の電源を
取ることは絶対にお止めください。リード
線の電流容量をオーバーし、火災・感電の
原因となります。

本製品を前方の視界を妨げる場所や、運転
操作を妨げる場所、同乗者に危険を及ぼす
場所には取り付けないでください。交通事
故やケガの原因となります。

本製品を取り付けの際には、必ず付属の取
付用部品をご使用ください。取付用付属品
をご使用にならないと、製品内部を壊し、
ショート事故による火災が起こるおそれが
あります。また、取り付け不備により運転
中に製品が外れて人に当たるなど、ケガの
原因となります。

アースコードを、ステアリング部
やブレーキライン系統などの重要
保安部品のボルトやナットに取り
付けないでください。事故などの
原因となります。

警告

24V

禁 止

実 施

禁 止

実 施

禁 止

実 施

禁 止
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車両電源配線用コード以外で延長しないで
ください。
コードの被覆が破れやすく、ショート・発
熱事故による火災が起こるおそれがありま
す。
また、電流容量オーバーにより、火災が起
こるおそれがあります。

車両の板金部の近くを通るコードには、保
護用テープを巻いてください。
コードが切れると、ショート事故により、
火災となるおそれがあります。

バッテリー電源（黄）を接続する車両側電
源のヒューズ容量が、本機のヒューズ容量
（10A）以上であることを確認してください。
また、別売品のパワーアンプなどを接続す
る場合は、それらと本機との総ヒューズ容
量が車両側のヒューズ容量以下であること
を確認してください。もし、超える場合に
は、バッテリーから直接電源を取ってくだ
さい。
車両側のヒューズ容量を超える電源を接続
すると、リード線の電流容量オーバーによ
り、火災などの事故の原因となります。

車体に穴を開けて取り付ける際は、パイプ
類・タンク・電気配線などの位置を確認の
うえ、これらと当たったり接触することが
ないようにしてください。火災の原因にな
ります。

本製品の取り付け終了後に、車のブレーキ
ランプ、ヘッドランプ、ウィンカー、ワイ
パーなどが正常に動作することを確認して
ください。正常に動作しない場合は、正常
に動作するように取り付けをやり直してく
ださい。

本製品、または車両のヒューズが切れたと
きは、コードがショートしていないことを
確認後、必ずヒューズに表示されている容
量（アンペア数）の新しいヒューズと交換
してください。規定容量以外のヒューズを
使用しますと、火災の原因になります。

事故防止のため、電池やネジなどの小物類
は幼児の手の届かないところに保管してく
ださい。万一飲み込んだ場合は、直ちに医
師に相談してください。

21

禁 止

実 施

実 施

注 意

実 施

注 意

実 施
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取り付け・接続のしかた

注意

取り付けには付属のネジを使用してください。他のネジを使用すると故障の原因となり
ます。

❖取り付け部品

2タッピングネジ
(φ4×12 mm) ×2

1マジックテープ×1

ディスプレイユニット

マジックテープ1貼り付け位置

1.マジックテープ1を貼り付ける場所の汚れを
よく拭き取ります。

取り付ける場所の温度が低いとテープの粘
着力が弱まります。温度が低いときはヒー
ターをつけるなどして、車内の温度を上げ
てから取り付けるようにしてください。

2.ディスプレイユニットにマジックテープ1を
貼り付けます。

3.マジックテープ1のはくり紙をはがし、ディ
スプレイユニットを車両側に貼り付けます。

● ダッシュボードの上など直射日
光があたる場所や高温になる場
所へ取り付けたり、放置しない
でください。熱による変形、破
損の原因となります。

● 取り付け場所により、リモート
コントロールユニットの信号を
受信できない場合がありますの
で、受信が可能なことを確認し
てから取り付けてください。

● 運転の妨げにならないように取
り付けてください。

注 意
MEMO

❖ディスプレイユニットの取り付け

3電源中継コネクター×2
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タッピングネジ2を使ってフロントシートの下に固
定します。

シート下などに固定する場合、配線ケーブルがシートのレールなどにはさみ込
まれると、断線が起こり、故障の原因となります。FMモジュレーターユニッ
トを取り付けたあとで、シートを動かしケーブルがはさまれないか確認してく
ださい。

❖FMモジュレーターユニットの取り付け

φ3 mm

注 意

タッピングネジ2
(φ4×12 mm)
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取り付け・接続のしかた

24

車両側バックアップ
電源配線

FMモジュレーターの
バッテリー電源（黄）
（ギボシ端子を切り落
として差し込みます）

2

1
3

1 車両側バックアップ電源配線を差し
込みます。

2 ケーブル止めをロックします。

3 FMモジュレーターのバ
ッテリーケーブルのギボ
シ端子を切り落として差
し込みます。

ケーブル止め

導通金具中継コネクター3

■ 接続順序

· ª

初めに、エンジンキーが抜かれているの
を確認し、ショート事故防止のためバッ
テリーの端子を外してください。

1.各セットの入出力コードを確かめて接続
します。

2.アースコード（黒）、バッテリー電源コー
ド（黄）、アクセサリー電源コード（赤）
の順に接続します。

3.取り付け終了後に、ディスプレイユニッ
トのリセットボタンを押します。

● ケーブル類は余裕をもたせて配線してくださ

い。無理に引っ張ると断線したり、ショート

することがあります。

● アクセサリー電源コード（赤）とバッテリー電

源コード（黄）は、必ず指定の場所に接続し、

同じ場所にまとめて接続しないでください。

● ヒューズが切れた場合は、コードがショート

していないことを確認してください。確認後、

ヒューズボックスに表示されている容量のヒ

ューズと交換してください。

エンジン
キースイッチ

アクセサリー電源（赤）も同様に電源中継コネクターを使
って車両側アクセサリー電源配線に接続できます。

バッテリー

バッテリー電源

ヒューズ

ヒューズ

A
メイン
ヒューズ

C

アクセサリー電源

（ACCライン）
B

■ 電源中継コネクターの使いかた

注 意実 施

❖接続

4

5
フタ

4 プライヤーなどで導通金具
を樹脂面と平らになるまで
押し込みます。

5 最後にフタをロックします。
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O   N

メインヒューズを通り、常に電圧のかかっている電
源(キースイッチのON/OFFとは関係のない電源)に
接続します。➪

キースイッチでON/OFFできる電源(ACCライン)に接
続します。➪

車の金属部分(バッテリーのマイナス側と導通してい
るシャーシなどの一部)に接続します。➪

別売品のCA-600シリーズ（電源配線用コネクター）を使うと電源配線が簡単に行えます。使用できる
CA-600シリーズは、接続する車種により異なります。詳しくはカタログをご覧ください。

B

A

FMモジュレーター
ユニット

ディスクチェンジャー

チェンジャーコード（5m）（別売品）

コントロール出力ケーブル（2ｍ）

ディスプレイユニット

バッテリー電源ª（1.5ｍ）...黄

アクセサリー電源ª（1.5ｍ）...赤

アース·（1.5ｍ）...黒

カーFMラジオ

C

アンテナ出力（1.5ｍ）

車両アンテナ端子 アンテナ入力

（1.5ｍ）

MEMO

O-Nスイッチ

“N”

コントロール入力

ディスクチェンジャー入力

オーディオ右出力

オーディオ左出力

AUX入力機能付き
カーオーディオ

又は

RCAコード（別売品）
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故障かな？と思ったら

26

ディスプレイユニットのコントロール出力ケ
ーブルが完全に接続されていない。

ディスプレイに何も表示されない/ディスクの演奏が始まらない

コントロール出力ケーブルを確実に接続してください。
（24ページ）

●FMモジュレーターユニットの入出力が
接続されていない。

●ヒューズが切れている。

●取り付け直後で、マイコンが正常に動作
していない。

電源が入らない

●FMモジュレーターユニットのケーブルを接続してくだ
さい。（24ページ）

●配線がショートしていない事を確認して、指定のヒュ
ーズを交換してください。

●ディスプレイユニットのリセットボタンを押してくだ
さい。（6ページ）

●カーFMラジオの電源がオンになってい
ない。

●カーFMラジオの音量が最小になってい
る。

●カーFMラジオの周波数が合っていな
い。

●カーラジオのアンテナコードなどの接続が
不完全になっている。

●なんらかの原因で、マイコンが正常に動作
していない。

●ディスクが異常に汚れている。

ディスクの表示はプレイになっているが音が出ない

●カーFMラジオの電源をオンにしてください。

●カーFMラジオの音量を適度に上げてください。

●カーFMラジオの周波数を合わせてください。

●取扱説明書に従って配線をチェックしてください。
（24ページ）
●ディスプレイユニットのリセットボタンを押してくだ
さい。（6ページ）

●「CDのお手入れ」または「MDのお手入れ」（7ページ）
を見て、ディスクをクリーニングしてください。

●CDが裏返しになっている。

●ディスクを入れた場所と指定No.が違
う。

●ディスクに傷や汚れなどが付いている。

指定したディスクが演奏されず、ほかのディスクの演奏をする

●ディスクマガジンを取り出してCDを正しく入れ直して
ください。

●ディスクマガジンをイジェクトして指定ディスクのNo.
を確認してください。

●他のディスクを使用してください。

●ディスクの音質が悪い。

●ディスクに傷や汚れなどがついている。

●録音レベルの大きいディスクを聴いてい
る。

音質が悪い（再生中雑音が出る）

●他のディスクを再生して問題がなければ、ディスク自
身の問題です。

●「CDのお手入れ」または「MDのお手入れ」（7ページ）
を見て、ディスクをクリーニングしてください。

●「FMモジュレーターレベル設定」を参照して設定してく
ださい。（18ページ）
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トラックランダムモードになっている。

選曲動作をしても目的の曲にならない

●ディスクチェンジャーが不安定な場所
に固定してある。

●ディスクチェンジャーに荷物があたっ
ている。

●ディスクチェンジャーの角度調整スイ
ッチが間違えて設定されている。

振動により音が飛んでしまう

●しっかりとした場所へ取り付けてください。

●荷物があたらないようにしてください。

●ディスクチェンジャーの角度調整スイッチを正しく設
定してください。

他の機能がオンになっている。

ダイレクトトラックサーチまたはダイレクトディスクサーチができない

トラックランダムモードを解除してください。（14ページ）

ディスクの最初の曲で前の曲へ、最後の曲
で先の曲へサーチしようとしている。

トラックサーチができない

ランダムプレイモードや他の機能を解除してください。

MP3

ディスクに傷や汚れがある。

MP3ファイルをプレイ中に音飛びする

「CDのお手入れ」または「MDのお手入れ」（7ページ）を
見て、ディスクをクリーニングしてください。

●MP3ファイルに拡張子が付いてない。
●ディスクに傷や汚れがある。

MP3ディスク、MP3ファイルがプレイできない

●MP3ファイルには“.MP3”を付けてください。
●「CDのお手入れ」または「MDのお手入れ」（7ページ）
を見て、ディスクをクリーニングしてください。

ディスクリピート中などを除き、ディスクの最初の曲から最
後の曲へ、最後の曲から最初の曲へはサーチできません。

MP3ファイルの記録された状況により、演
奏時間が一致しないことがあります。

演奏時間表示が実際の演奏時間と一致しない

―

MP3ファイル以外に“.MP3”拡張子が付い
ている。

MP3ディスクをプレイ時に雑音が入る/音が出なくなる

MP3ファイル以外に付いている“.MP3”拡張子を消去して
ください。
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故障かな？と思ったら

ディスクに記録されているフォルダ/ファイ
ル/階層が多い。

MP3ディスクをプレイするまで時間がかかる

最初にディスク内のすべてのファイルをチェックするた
め、多くのファイルが記録されているディスクを使用する
と、プレイされるまで長時間かかる場合があります。

プレイさせたい順番どおりにライティング
ソフトで書き込まれなかったため。

MP3ファイルが順番どおりにプレイされない

ライティングソフトにより異なりますが、ファイル名の頭
に“00”～“99”などと入力してから書き込むことで順番
を設定できる場合もあります。

CD-RWの消去を簡易フォーマットで行った
ため。

CD-RWに記録したMP3ファイルがプレイされない

CD-RWを消去するときは、フルフォーマットで行ってくだ
さい。

最初の曲で前の曲へ、最後の曲で先の曲へサ
ーチしようとしている。

トラックサーチできない

ディスクリピート中などを除き、最初の曲からから最後の
曲へ、最後の曲から最初の曲へはサーチできません。

MP3

KCA-R71FM(J)  2004.01.19  09:27 AM  ページ28



29

無効な操作を以下のように表示してお知らせします。

EJECT ：●ディスクマガジンがセットされていない。
●ディスクマガジンが完全に入っていない。
など

NO DISC ：ディスクマガジンにディスクが1枚も入っていない。

TOC Error ：●ディスクが異常に汚れている。
●ディスクが裏返しになっている。
●ディスクに傷が多く付いている。
●ディスクが入っていない。
●トレイが入っていない。

BLANK DISC ：演奏しようとしたMDにデータが1つも記録されていない。

No Track ：演奏しようとしたMDに何も録音されていない。

E-12 ：ディスクのデータ読み込みが完了していない。

システムの状態を以下のように表示してお知らせします。

E-77 ：何らかの原因で正常に動作していない。
\本機のリセットボタンを押してください。"E-77"の表示が消えない場合、お近くの
ケンウッドサービス窓口へご相談ください。

Mecha Error ：●ディスクマガジンに異常がある。
\ディスクマガジンを取り出して、ディスクマガジン内を確認してください。
●何らかの原因で正常に動作していない。
\ディスクマガジンが正常にセットされているか確認し、その後ディスプレイユニッ
トのリセットボタンを押してください。リセットボタンを押しても“Mecha Error”
表示が消えないときは、お近くのケンウッドサービス窓口へご相談ください。

Hold Error ：ディスクチェンジャーの内部温度が 60℃以上になると保護回路が働き、動作しなく
なることがあります。このときこの表示が出ます。
\ディスクチェンジャーの取り付け場所の温度を下げてから使用してください。
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保証について

修理を依頼されるときは
「故障かな?と思ったら」を参照してお調べください。それでも異常があるときは、製品の電源を
オフにして、お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセンター、サービスステーション、
営業所にお問い合わせください。（別紙“ケンウッド全国サービス網”をご参照ください。）

なお、アフターサービスについてご不明な点は、お買上げの販売店またはケンウッドサービスセ
ンター、営業所にご遠慮なくお問い合わせください。

修理に出された場合は、お客様が登録、設定したメモリー内容がすべて消去されることがあり
ます。あらかじめご了承ください。

● 保証期間中は…
保証書の規定に従って、お買い上げの
販売店またはケンウッドサービスセン
ター、サービスステーション、営業所
が修理させていただきます。ご依頼の
際は保証書をご提示ください。
本機以外の原因（衝撃や水分、異物の混入
など）による故障の場合は、保証対象外に
なります。詳しくは保証書をご覧ください。

●保証書
この製品には、保証書を別途添付しております。
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店」等の記入をお確かめのうえ、販売店から受け
取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

●保証期間
お買上げの日より１年です。

● 持込修理
この製品は持込修理とさせて頂きます。
●本機をお持ちになるときは、接続しているユニットも一緒にお持ちください。
（本機および一緒に持ち込まれるユニット内のディスクやテープなどのメディアはあらかじめ取り出してください。）
● 製品を修理に持ち込まれる際は、輸送中に傷が付くのを防ぐため、包装してください。

● 修理料金のしくみ（有料修理の場合は、つぎの料金が必要です。）

●技術料：故障した製品を正常な状態に修復するための料金です。
技術者の人件費、技術教育費、測定器等設備費、一般管理費等が含まれます。

●部品代：修理に使用した部品代です。
その他修理に付帯する部材等を含む場合があります。

● 保証期間経過後は…
お買い上げの販売店またはケンウッド
サービスセンター、サービスステーシ
ョン、営業所にご相談ください。修理
によって機能が維持できる場合はお客
様のご要望により有料にて修理いたし
ます。
補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切
り後6年です。
（補修用性能部品とは、その製品の機能を
維持するために必要な部品です。）

保証とアフターサービス よくお読みください
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外形寸法（W×H×D）
リモートコントローラー 45×140×29 mm
ディスプレイユニット 154×43×17 mm

FMモジュレーターユニット 126×30×69 mm

質量（重さ）
リモートコントローラー 90 g
ディスプレイユニット 145 g

FMモジュレーターユニット 400 g

【寸法・質量（重さ）】

仕様一覧

電源電圧（-アース） 14.4 V (11～16 V)
最大消費電流 1.0 A
使用温度範囲 –10～50 °C

【電源部その他】

※これらの仕様およびデザインは、技術開発にともない予告なく変更になる場合があります。

モジュレーティング周波数 87.7, 87.9, 88.1, 88.3, 88.5, 88.7, 
88.9, 89.1, 89.3, 89.5, 89.7, 89.9 MHz
（200 kHz ステップ）

プリアウトレベル 1000mV/10kΩ（CD/CD-CHプレイ時）
プリアウトインピーダンス 600Ω以下

【オーディオ部】
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● 商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。
カスタマーサポートセンター 〒226-8525 神奈川県横浜市緑区白山1-16-2 電話（045）933-5212 FAX（045）933-5553
カスタマーサポートセンター大阪 〒532-0034 大阪府大阪市淀川区野中北2-1-22 電話（06）6394-8085 FAX（06）6394-8308
受付時間 9:00～18:00（土、日、祝祭日および当社休日は休ませていただきます）

● アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または、別紙「ケンウッド全国サービス網」をご参照のうえ、
最寄りのサービスステーション、サービスセンター、各営業所にご相談ください。

〒192-8525 東京都八王子市石川町2967-3
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